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拝啓　今年も残すところあとわずかとなりました。
この度の篠山初の第九公演におきましては、大変お忙しいところをご出演頂きまして本当にありがとうございました。心より感謝申し上げます。
第九はメロマンの実力や編成から考えても背伸びをしすぎる挑戦でしたが、貴方様をはじめ多くの方々のお支えにより実現することができました。
指揮者の加藤完二先生の、メロマンから最大限の力を引き出して最高の第九を歌わさんとされる熱い想いは、私たちだけではとても受けとめることができなかったと思います。
本番は、これまでの演奏会では経験したことのない大変な緊張状態でしたので、団員にとっては会心の演奏ではありませんでした。
でもそれにもかかわらず、お客様からは大好評を得ることができ、アマオケから通常感じることのない音楽の力を強く感じたとの嬉しい声も聞かれました。
このような演奏ができましたことは、きっと合唱、ソリストそしてオケがひとつになり無心になって第九を歌ったからではないでしょうか。
貴方様にご参加頂いたことを本当に嬉しく思います。
今後も、より一層練習に励み精一杯の演奏をお客様にお届けしたいという想いが後になって沸々と湧き出てきております。
このようなメロマンですが、今後も変わらぬご指導を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
お礼のみ申し上げました。寒さが厳しい季節を迎えます。くれぐれも
ご自愛くださいますよう、又より一層のご活躍をお祈り申し上げます。
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